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間詰めｺﾝｸﾘｰﾄ

水 路

盛土最大　1.05ｍ
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盛土最大　1.03ｍ水 路

※埋め戻し部分には、良質な花コウ土を使用し、振動ローラーや
　タンパ等を用いて各層200ｍｍ～300ｍｍ毎に締め固めること。
※盛土角は30°以下にすること。
※甘土は必要に応じて剥ぎ取ること。
※各種固化材による地盤改良を行う場合は、
　六価クロム試験を行い、試験報告をすること。
※道路と宅地との境界に１ｍ以上のレベル部分をつくること。
※開発地内で支障となる構造物は撤去すること。
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